
(57)【要約】

患者に経皮的内視鏡下胃瘻造設術用の管を埋め込む方法

、およびその方法に使用するアクセス針。一つの実施形

態では、方法は、（ａ）スタイレットの遠位端がカニュ

ーレの遠位端より先に十分な距離だけ遠位方向に延在す

るアクセス針を設けるステップと、（ｂ）カニューレで

はなく、スタイレットを空腸に挿入するステップと、（

ｃ）スタイレットを内視鏡で配置したスネアーで把持す

るステップと、（ｄ）スネアー付きスタイレットを使用

して空腸を患者の腹壁に固定するステップと、（ｅ）ス

ネアーをわずかに緩めながら、カニューレを空腸および

緩めたスネアー内に前進させるステップと、（ｆ）カニ

ューレの周囲にスネアーを締め付けるステップと、（ｇ

）カニューレからスタイレットを外すステップと、（ｈ

）カニューレを通して誘導線または縫合線を空腸内に挿

入するステップと、（ｉ）前記誘導線または縫合線を使

用して、ＰＥＪ管を患者に埋め込むため、従来の方法で

継続するステップとを含む。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 に 経 皮 的 内 視 鏡 下 胃 瘻 造 設 術 用 の 管 を 埋 め 込 む 方 法 で 、
（ ａ ） ア ク セ ス 針 を 設 け る ス テ ッ プ を 含 み 、 ア ク セ ス 針 は ス タ イ レ ッ ト お よ び カ ニ ュ ー レ
を 備 え 、 ス タ イ レ ッ ト が カ ニ ュ ー レ に 着 脱 式 に 挿 入 可 能 で あ り 、 ス タ イ レ ッ ト の 遠 位 端 が
カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 よ り 先 に 十 分 な 距 離 だ け 遠 位 方 向 に 延 在 し 、 さ ら に 、
（ ｂ ） カ ニ ュ ー レ で は な く 、 ス タ イ レ ッ ト を 空 腸 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｃ ） ス タ イ レ ッ ト を 内 視 鏡 で 配 置 し た ス ネ ア ー で 把 持 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｄ ） ス ネ ア ー 付 き ス タ イ レ ッ ト を 使 用 し て 空 腸 を 患 者 の 腹 壁 に 固 定 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｅ ） ス ネ ア ー を わ ず か に 緩 め な が ら 、 カ ニ ュ ー レ を 空 腸 お よ び 緩 め た ス ネ ア ー 内 に 前 進
さ せ る ス テ ッ プ と 、
（ ｆ ） カ ニ ュ ー レ の 周 囲 に ス ネ ア ー を 締 め 付 け る ス テ ッ プ と 、
（ ｇ ） カ ニ ュ ー レ か ら ス タ イ レ ッ ト を 外 す ス テ ッ プ と 、
（ ｈ ） カ ニ ュ ー レ を 通 し て 誘 導 線 ま た は 縫 合 線 を 空 腸 内 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｉ ） 前 記 誘 導 線 ま た は 縫 合 線 を 使 用 し て 、 Ｐ Ｅ Ｊ 管 を 患 者 に 埋 め 込 む ス テ ッ プ と を 含 む
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
ス タ イ レ ッ ト の 遠 位 端 が 、 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 よ り 先 に 約 １ ． ５ イ ン チ （ ３ ８ ． １ ｍ ｍ ）
だ け 遠 位 方 向 に 延 在 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 が 、 カ ニ ュ ー レ を ス タ イ レ ッ ト か ら 容 易 に 識 別 で き る よ う 、 マ ー ク を
有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
ア ク セ ス 針 が 、 さ ら に 、 カ ニ ュ ー レ の 近 位 端 に 固 定 し た カ ニ ュ ー レ の ハ ブ 、 お よ び ス タ イ
レ ッ ト の 近 位 端 に 固 定 し た ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ を 含 み 、 前 記 カ ニ ュ ー レ の ハ ブ が 前 記 ス タ
イ レ ッ ト の ハ ブ に 着 脱 式 に 固 定 可 能 で あ っ て 、 前 記 カ ニ ュ ー レ に 対 す る 前 記 ス タ イ レ ッ ト
の 長 手 方 向 の 望 ま し く な い 動 作 を 防 止 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 カ ニ ュ ー レ の ハ ブ お よ び 前 記 ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ が 、 相 互 に ね じ で 係 合 可 能 で あ る 、
請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
ア ク セ ス 針 で 、
（ ａ ） カ ニ ュ ー レ を 備 え 、 前 記 カ ニ ュ ー レ が 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し 、 さ ら に 、
（ ｂ ） カ ニ ュ ー レ の ハ ブ を 備 え 、 前 記 カ ニ ュ ー レ の ハ ブ が 前 記 カ ニ ュ ー レ の 前 記 近 位 端 に
固 定 さ れ 、 さ ら に 、
（ ｃ ） ス タ イ レ ッ ト を 備 え 、 前 記 ス タ イ レ ッ ト が 近 位 端 お よ び 遠 位 端 を 有 し 、 前 記 カ ニ ュ
ー レ に 着 脱 式 に 挿 入 可 能 で あ り 、 さ ら に 、
（ ｄ ） ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ を 備 え 、 前 記 ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ が 前 記 ス タ イ レ ッ ト の 前 記 近
位 端 に 固 定 さ れ 、 前 記 ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ が 前 記 カ ニ ュ ー レ の ハ ブ に 着 脱 式 に 固 定 可 能 で
あ っ て 、 前 記 カ ニ ュ ー レ に 対 す る 前 記 ス タ イ レ ッ ト の 長 手 方 向 の 望 ま し く な い 動 作 を 防 止
し 、
（ ｅ ） 前 記 ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ を 前 記 カ ニ ュ ー レ の ハ ブ に 固 定 す る と 、 前 記 ス タ イ レ ッ ト
オ ン 遠 位 端 が 、 前 記 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 よ り 先 ま で 相 当 な 距 離 だ け 遠 位 方 向 に 延 在 す る ア
ク セ ス 針 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ス タ イ レ ッ ト の 遠 位 端 が 、 前 記 カ ニ ュ ー レ よ り 約 １ ． ５ イ ン チ （ ３ ８ ． １ ｍ ｍ ） だ け
遠 位 方 向 に 延 在 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の ア ク セ ス 針 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 カ ニ ュ ー レ が 、 前 記 ス タ イ レ ッ ト の 長 さ の 約 ２ ／ ３ の 長 さ を 有 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載
の ア ク セ ス 針 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-512669 A 2005.5.12



【 請 求 項 ９ 】
前 記 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 が 、 前 記 カ ニ ュ ー レ を 前 記 ス タ イ レ ッ ト か ら 容 易 に 識 別 で き る よ
う 、 マ ー ク を 有 す る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の ア ク セ ス 針 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 マ ー ク が 、 前 記 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 に 配 置 さ れ 、 化 学 エ ッ チ ン グ さ れ た 帯 で あ る 、 請
求 項 ９ に 記 載 の ア ク セ ス 針 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ス タ イ レ ッ ト が 中 実 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の ア ク セ ス 針 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 カ ニ ュ ー レ の ハ ブ お よ び 前 記 ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ そ れ ぞ れ に 把 持 要 素 を 設 け る 、 請 求
項 ６ に 記 載 の ア ク セ ス 針 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 カ ニ ュ ー レ の ハ ブ と 前 記 ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ が 、 相 互 に ね じ で 係 合 可 能 で あ る 、 請 求
項 ６ に 記 載 の ア ク セ ス 針 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
（ 発 明 の 背 景 ）
本 発 明 は 概 ね 、 経 皮 的 内 視 鏡 下 胃 瘻 造 設 術 （ Ｐ Ｅ Ｇ ） の 管 お よ び 経 皮 的 内 視 鏡 下 空 腸 瘻 造
設 術 （ Ｐ Ｅ Ｇ Ｊ ） の 管 、 お よ び そ れ を 患 者 に 埋 め 込 む 方 法 に 関 し 、 特 に Ｐ Ｅ Ｇ 管 ま た は Ｐ
Ｅ Ｊ 管 を 患 者 に 埋 め 込 む 新 規 の 方 法 、 お よ び 前 記 方 法 に 使 用 す る 新 規 の ア ク セ ス 針 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
特 定 の 患 者 は 、 嚥 下 不 能 の た め に 食 品 お よ び ／ ま た は 薬 剤 を 経 口 摂 取 す る こ と が で き な い
。 こ の よ う な 嚥 下 不 能 は 、 食 道 癌 、 神 経 性 機 能 障 害 な ど の 様 々 な 理 由 に よ る 。 こ の よ う な
患 者 へ の 食 品 お よ び ／ ま た は 薬 剤 の 静 脈 内 投 与 は 、 実 行 可 能 な 短 期 的 ア プ ロ ー チ で あ る が
、 長 期 に は 適 し て い な い 。 し た が っ て 、 こ の よ う な 患 者 へ の 長 期 的 栄 養 補 給 は 、 胃 瘻 造 設
術 を 含 む 。 つ ま り 胃 と 上 腹 壁 の 間 に 栄 養 路 ま た は 瘻 を 生 成 す る 。 こ れ で 、 栄 養 補 給 は 通 常
、 栄 養 管 の 遠 位 端 が 胃 内 に 延 在 し 、 内 部 ア ン カ ま た は ボ ル ス タ に よ っ て そ の 中 に 保 持 さ れ
、 栄 養 管 の 近 位 端 が 腹 壁 を 通 っ て 延 在 す る 状 態 で 、 栄 養 路 に 挿 入 し た カ テ ー テ ル ま た は 栄
養 管 を 通 し て 食 品 を 与 え る こ と に よ っ て 実 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
胃 瘻 造 設 術 は 最 初 は 外 科 的 に 実 施 し て い た が 、 大 部 分 の 胃 瘻 造 設 術 は 現 在 で は 経 皮 的 内 視
鏡 を 使 用 し て 実 行 し 、 そ の 結 果 、 胃 瘻 造 設 術 の 栄 養 管 ア セ ン ブ リ （ 経 皮 的 内 視 鏡 下 胃 瘻 造
設 術 （ Ｐ Ｅ Ｇ ） 器 具 と も 呼 ぶ ） を 患 者 に 埋 め 込 む 。 Ｐ Ｅ Ｇ 器 具 を 患 者 に 埋 め 込 む た め に 比
較 的 一 般 的 な 技 術 の う ち ２ つ は 、 「 プ ッ シ ュ 法 」 （ 「 サ ッ ク ス ・ ヴ ァ イ ン 法 」 と し て も 知
ら れ る ） お よ び 「 プ ル 法 」 （ 「 ゴ ー デ ラ ・ ポ ン ス キ 法 」 と し て も 知 ら れ る ） で あ る 。 上 記
の ２ つ の 方 法 に 関 す る 情 報 は 、 以 下 の 特 許 で 見 る こ と が で き 、 こ れ は 全 て 参 照 に よ り 本 明
細 書 に 組 み 込 ま れ る 。 つ ま り 、 １ ９ ９ ５ 年 ２ 月 ２ １ 日 に 発 行 さ れ た 発 明 者 Hirschそ の 他 の
米 国 特 許 第 ５ ， ３ ９ １ ， １ ５ ９ 号 、 １ ９ ９ ２ 年 １ ２ 月 １ 日 に 発 行 さ れ た 発 明 者 Cleggそ の
他 の 米 国 特 許 第 ５ ， １ ６ ７ ， ６ ２ ７ 号 、 １ ９ ９ ２ 年 ５ 月 １ ２ 日 に 発 行 さ れ た 発 明 者 Grobe
の 米 国 特 許 第 ５ ， １ １ ２ ， ３ １ ０ 号 、 １ ９ ９ ０ 年 ２ 月 １ ３ 日 に 発 行 さ れ た 発 明 者 Quinnそ
の 他 の 米 国 特 許 第 ４ ， ９ ０ ０ ， ３ ０ ６ 号 、 お よ び １ ９ ８ ９ 年 ８ 月 ２ ９ 日 に 発 行 さ れ た 発 明
者 Nawazの 米 国 特 許 第 ４ ， ８ ６ １ ， ３ ３ ４ 号 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
「 プ ッ シ ュ 法 」 に よ る と 、 内 視 鏡 の 遠 位 端 を 患 者 の 口 に 挿 入 し 、 食 道 を 通 し て 胃 に 入 れ る
。 空 気 で 膨 脹 さ せ る こ と に よ っ て 胃 を 拡 張 し た 後 、 腹 部 の 入 口 部 位 を 識 別 し 、 外 部 カ ニ ュ
ー レ が 腹 壁 を 通 っ て 胃 に 入 る 状 態 で 、 針 （ ま た は ス タ イ レ ッ ト ） を 通 す こ と に よ り 、 切 開
す る 。 次 に 、 カ ニ ュ ー レ を 所 定 の 位 置 に 残 し た ま ま 、 針 を 取 り 出 す 。 次 に 、 内 視 鏡 を 介 し
て ス ネ ア ー を 胃 に 挿 入 し 、 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 上 で ル ー プ に す る 。 次 に 、 可 撓 性 誘 導 線 の
第 １ 端 を カ ニ ュ ー レ に 通 し て 、 胃 に 入 れ 、 こ こ で ス ネ ア ー に よ っ て 把 持 し 、 誘 導 線 の 第 ２
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端 は 、 患 者 の 体 外 に 保 持 さ れ る 。 次 に 、 内 視 鏡 お よ び ス ネ ア ー を 患 者 の 口 か ら 取 り 出 し 、
誘 導 線 の 第 １ 端 を 送 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
次 に 、 カ テ ー テ ル ・ ア セ ン ブ リ を 誘 導 線 の 第 １ 端 に 挿 入 し 、 誘 導 線 上 を 第 ２ 端 に 向 か っ て
押 す 。 カ テ ー テ ル ・ ア セ ン ブ リ は 、 通 常 、 胃 瘻 造 設 術 の 栄 養 管 を 備 え 、 胃 瘻 造 設 術 の 栄 養
管 は 、 後 端 に 配 置 さ れ た ド ー ム 形 の 内 部 ボ ル ス タ を 有 し 、 先 端 に 直 列 接 続 さ れ た 管 状 拡 張
器 を 有 す る 。 胃 瘻 造 設 術 の 栄 養 管 お よ び 内 部 ボ ル ス タ は 、 通 常 、 シ リ コ ン ・ ゴ ム な ど の 生
体 適 合 性 軟 質 材 料 で 作 成 し 、 一 体 構 造 を 形 成 す る こ と が で き る 。 拡 張 器 は 、 後 端 か ら 前 端
に 向 か っ て 外 径 が 先 細 り し 、 通 常 は ポ リ エ チ レ ン 、 ま た は シ リ コ ン よ り は 硬 質 で あ る が 、
な お 多 少 の 可 撓 性 を 有 す る 同 様 の 材 料 で 作 成 す る 。 誘 導 線 上 の カ テ ー テ ル ・ ア セ ン ブ リ の
前 進 は 、 拡 張 器 の 前 端 が カ ニ ュ ー レ に 到 達 し 、 患 者 の 腹 壁 を 通 し て カ ニ ュ ー レ を 押 し 出 す
ま で 継 続 す る 。 次 に 、 胃 瘻 造 設 術 の 栄 養 管 の 前 端 が 腹 部 か ら 出 る ま で 、 腹 壁 を 通 し て 拡 張
器 の 前 端 を 引 っ 張 り 、 そ の 後 、 胃 瘻 造 設 術 の 栄 養 管 の 後 端 で 内 部 拡 張 器 が 胃 壁 と 係 合 す る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
次 に 、 内 部 ボ ル ス タ が 胃 壁 に 当 た っ て 所 定 の 位 置 に あ る 状 態 で 、 埋 め 込 ん だ 胃 瘻 造 設 術 の
栄 養 管 の 近 位 部 分 を 通 常 は 切 断 し 、 埋 め 込 ん だ 管 か ら 取 り 外 し て 、 外 側 に 延 在 す る 管 の 部
分 を 所 望 の 長 さ に 減 少 さ せ る 。 外 部 ボ ル ス タ は 、 通 常 、 栄 養 管 の 残 り の 埋 込 部 分 に 固 定 し
、 栄 養 管 が 瘻 路 内 で 長 手 方 向 に 移 動 す る の を 防 止 す る よ う な 方 法 で 、 腹 部 と 係 合 さ せ る 。
ま た 、 通 常 は 「 Ｙ 字 ポ ー ト 」 ア ダ プ タ を 埋 め 込 ん だ 栄 養 管 の 近 位 端 に 取 り 付 け 、 Ｙ 字 ポ ー
ト ・ ア ダ プ タ は 、 １ 対 の コ ネ ク タ 先 端 を 受 け る よ う な 構 成 で あ り 、 コ ネ ク タ 先 端 を 通 し て
食 品 お よ び ／ ま た は 薬 剤 を 送 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 通 常 は 着 脱 式 の ロ ッ ク ・ ク リ ッ
プ を 、 外 部 ボ ル ス タ と Ｙ 字 ポ ー ト ・ ア ダ プ タ の 間 で 埋 め 込 ん だ 栄 養 管 に 固 定 し 、 栄 養 管 を
使 用 し て い な い 時 に 胃 液 が 栄 養 管 の 近 位 端 か ら 逃 げ る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
「 プ ル 法 」 は 、 カ ニ ュ ー レ か ら 射 入 針 を 外 し た 後 、 縫 合 線 の 第 １ 端 を カ ニ ュ ー レ に 通 し て
、 胃 に 入 れ 、 こ こ で ス ネ ア ー で 把 持 し 、 縫 合 線 の 第 ２ 端 は 患 者 の 体 外 に 残 る と い う 点 で 、
「 プ ッ シ ュ 法 」 と は 異 な る 。 次 に 、 内 視 鏡 お よ び ス ネ ア ー を 患 者 の 口 か ら 取 り 出 し て 、 縫
合 線 の 第 １ 端 を 送 出 す る 。 次 に 縫 合 線 の 第 １ 端 を 、 後 端 に 内 部 ボ ル ス タ を 、 先 端 に プ ラ ス
チ ッ ク の 取 付 具 を 有 す る 胃 瘻 造 設 術 の 栄 養 管 を 備 え る カ テ ー テ ル ・ ア セ ン ブ リ の 先 端 に 結
合 す る 。 プ ラ ス チ ッ ク の 取 付 具 は 、 栄 養 管 の 先 端 内 に 装 着 さ れ た 返 し 付 き 後 部 分 、 お よ び
拡 張 器 と し て 働 く 円 錐 形 の 前 部 分 を 有 し 、 前 記 円 錐 形 前 部 分 は 、 栄 養 管 の 先 端 か ら 前 端 へ
と 直 径 が 先 細 に な る 。 線 ル ー プ を プ ラ ス チ ッ ク 取 付 具 の 前 端 に 固 定 し 、 縫 合 線 の 第 １ 端 を
線 ル ー プ に 結 び つ け る 。 次 に 、 縫 合 線 の 第 ２ 端 を 使 用 し て 、 胃 瘻 造 設 術 の 栄 養 管 が 患 者 の
腹 部 か ら 出 て 、 内 部 ボ ル ス タ が 患 者 の 胃 壁 に 係 合 す る ま で 、 患 者 か ら カ テ ー テ ル ・ ア セ ン
ブ リ を 引 き 戻 す 。 次 に 、 「 プ ッ シ ュ 法 」 の 場 合 と 同 様 、 埋 め 込 ん だ 胃 瘻 造 設 術 の 栄 養 管 を
通 常 は 所 望 の 長 さ に 切 断 し 、 外 部 ボ ル ス タ は 通 常 、 切 断 し た 埋 め 込 み 管 に 固 定 し 、 Ｙ 字 ポ
ー ト ・ ア ダ プ タ は 通 常 、 埋 め 込 ん だ 栄 養 管 の 近 位 端 に 取 り 付 け 、 着 脱 式 ロ ッ ク ・ ク リ ッ プ
は 通 常 、 外 部 ボ ル ス タ と Ｙ 字 ポ ー ト ・ ア ダ プ タ の 間 の 箇 所 で 埋 め 込 ん だ 栄 養 管 に 固 定 す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
胃 瘻 造 設 術 は 、 嚥 下 で き な い 患 者 の 長 期 栄 養 補 給 に と っ て 最 も 一 般 的 な 方 法 で あ る が 、 患
者 の 胃 を 通 ら ず 、 食 品 を 患 者 の 空 腸 に 直 接 提 供 す る こ と が 望 ま し い 状 況 も あ る 。 こ れ は 通
常 、 栄 養 管 を 胃 で は な く 空 腸 に 埋 め 込 む た め 、 上 述 し た も の と 同 様 の 技 術 を 使 用 し て 遂 行
さ れ て き た 。 し か し 、 栄 養 管 を 空 腸 に 埋 め 込 む 際 に 遭 遇 す る 困 難 の 一 つ は 、 誘 導 線 ま た は
縫 合 線 を 挿 入 で き る 挿 入 穴 を 生 成 す る よ う 、 針 ／ カ ニ ュ ー レ ・ ア セ ン ブ リ （ 前 記 ア セ ン ブ
リ は 当 技 術 分 野 で は 「 ア ク セ ス 針 」 と も 呼 ば れ る ） で 空 腸 を 穿 孔 す る 時 の 困 難 で あ っ た 。
こ の 困 難 の 原 因 は 、 一 部 は 空 腸 が 狭 く 、 し た が っ て 外 部 か ら 配 置 し に く い こ と で あ り 、 一
部 は 空 腸 が 体 内 の 特 定 の 位 置 に 固 定 さ れ て い な い こ と で あ る 。 そ の 結 果 、 ア ク セ ス 針 で 空
腸 を 実 際 に 穿 孔 す る こ と が 困 難 で あ る ば か り で な く （ ア ク セ ス 針 が 空 腸 を 見 失 う か 、 単 に
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空 腸 に 貫 入 す る こ と な く 、 そ の 側 を 押 し て し ま う こ と が 多 い ） 、 ア ク セ ス 針 で 空 腸 を 実 際
に 穿 孔 し て も 、 空 腸 の そ の 後 の 動 作 に よ り 、 ア ク セ ス 針 が 外 れ て し ま う 。 そ の 結 果 、 空 腸
を 穿 孔 す る た め に 可 能 な 限 り 直 径 が 小 さ い 針 を 使 用 す る こ と が 概 ね 望 ま し い 。 こ れ に よ っ
て 、 ア ク セ ス 針 が 当 た る と 、 空 腸 が 穿 孔 さ れ る 可 能 性 が 最 大 と な り 、 挿 入 穴 の サ イ ズ が 最
小 に も な る （ 明 ら か な 理 由 に よ り 、 望 ま し い こ と で あ る ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
空 腸 穿 孔 に 伴 う 上 記 の 問 題 に 対 応 す る た め に 最 近 考 案 さ れ た 一 つ の 方 法 は 、 直 径 が 小 さ い
針 で 空 腸 に 穿 孔 し て 、 内 視 鏡 で 配 置 し た ス ネ ア ー で 針 の 遠 位 端 を 把 持 し 、 （ ス ネ ア ー を 固
定 し た 状 態 で ） 前 記 小 径 針 を 使 用 し て 空 腸 を 腹 壁 に 固 定 し て 、 こ の よ う に 固 定 し た 空 腸 を
、 第 １ 穿 孔 部 位 の 近 傍 の 部 位 に て ア ク セ ス 針 で 穿 孔 し 、 ス ネ ア ー を 小 径 針 か ら ア ク セ ス 針
の カ ニ ュ ー レ に 移 送 し て 、 空 腸 か ら 小 径 針 を 取 り 外 し 、 次 に 従 来 の 方 法 で 進 め て カ ニ ュ ー
レ か ら ア ク セ ス 針 の 針 を 取 り 外 し 、 ス ネ ア ー で 把 持 す る た め に 誘 導 線 ま た は 縫 合 線 を カ ニ
ュ ー レ に 挿 入 す る こ と な ど を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
経 皮 的 内 視 鏡 下 胃 瘻 造 設 術 お よ び 経 皮 的 内 視 鏡 下 空 腸 瘻 造 設 術 で 通 常 使 用 し て い る タ イ プ
の ア ク セ ス 針 は 、 放 射 線 学 お よ び 心 臓 学 に 期 限 を 有 し 、 通 常 は ２ つ の 異 な る 種 類 が あ る 。
こ の よ う な ア ク セ ス 針 の 一 つ は 、 当 技 術 分 野 で セ ル デ ィ ン ガ 針 と 呼 ば れ 、 金 属 カ ニ ュ ー レ
内 に 着 脱 式 に 装 着 さ れ る 中 実 金 属 針 （ ま た は ス タ イ レ ッ ト ） を 備 え る 。 プ ラ ス チ ッ ク 針 の
ハ ブ を 金 属 針 の 近 位 端 に 固 定 し て 、 プ ラ ス チ ッ ク ・ カ ニ ュ ー レ の ハ ブ を 金 属 カ ニ ュ ー レ の
近 位 端 に 固 定 す る 。 針 の ハ ブ と カ ニ ュ ー レ の ハ ブ と は 、 カ ニ ュ ー レ を 通 る 針 の 挿 入 の 限 界
を 決 定 す る よ う な 方 法 で 、 針 の ハ ブ の 一 部 を カ ニ ュ ー レ の ハ ブ に 着 脱 式 に 挿 入 で き る よ う
な サ イ ズ お よ び 形 状 に す る 。 針 の ハ ブ に タ ブ を 設 け て 、 対 応 す る ス ロ ッ ト を カ ニ ュ ー レ の
ハ ブ に 設 け 、 前 記 ス ロ ッ ト は 、 前 記 針 お よ び 前 記 カ ニ ュ ー レ を 相 互 に 対 し て 特 定 の 回 転 方
向 で 配 置 で き る よ う に す る た め 、 前 記 タ ブ で 受 け る よ う に な っ て い る 。 カ ニ ュ ー レ の ハ ブ
は 、 使 用 者 が 親 指 や 中 指 な ど を 載 せ ら れ る 横 方 向 の フ ラ ン ジ も 含 む よ う 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
経 皮 的 内 視 鏡 下 胃 瘻 造 設 術 お よ び 空 腸 瘻 造 設 術 を 実 施 す る た め に 一 般 に 使 用 さ れ る ア ク セ
ス 針 の 他 方 の タ イ プ は 、 当 技 術 分 野 で 血 管 カ テ ー テ ル 針 と 呼 ば れ 、 プ ラ ス チ ッ ク ・ カ ニ ュ
ー レ 内 に 着 脱 式 に 装 着 さ れ た 中 空 の 金 属 針 を 備 え る 。 プ ラ ス チ ッ ク 針 の ハ ブ を 金 属 針 の 近
位 端 に 固 定 し 、 プ ラ ス チ ッ ク ・ カ ニ ュ ー レ の ハ ブ を プ ラ ス チ ッ ク ・ カ ニ ュ ー レ の 近 位 端 に
固 定 す る 。 針 の ハ ブ と カ ニ ュ ー レ の ハ ブ は 、 カ ニ ュ ー レ を 通 る 針 の 挿 入 の 限 界 を 決 定 す る
よ う な 方 法 で 、 針 の ハ ブ の 一 部 を カ ニ ュ ー レ の ハ ブ に 着 脱 式 に 挿 入 で き る よ う な サ イ ズ お
よ び 形 状 に す る 。 血 管 カ テ ー テ ル 針 に は 、 針 の ハ ブ を カ ニ ュ ー レ の ハ ブ に 挿 入 す る 時 に 、
カ ニ ュ ー レ に 対 す る 針 の 回 転 方 向 を 固 定 す る た め の 手 段 を 設 け な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
セ ル デ ィ ン ガ 針 と 血 管 カ テ ー テ ル 針 の 両 方 で 、 針 お よ び カ ニ ュ ー レ の 長 さ は 、 針 を カ ニ ュ
ー レ に 十 分 挿 入 し た 状 態 で 、 針 の 先 端 の み が カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 よ り 遠 位 方 向 に 延 在 す る
よ う な 長 さ で あ る 。 セ ル デ ィ ン ガ 針 は 、 通 常 、 血 管 カ テ ー テ ル 針 よ り 直 径 が 小 さ い （ そ れ
ぞ れ ２ ０ ゲ ー ジ の 針 と １ ８ ゲ ー ジ の カ ニ ュ ー レ に 対 し て １ ６ ゲ ー ジ の 針 と １ ４ ゲ ー ジ の カ
ニ ュ ー レ ） し か し 、 血 管 カ テ ー テ ル 針 を 使 用 し て 訓 練 を 受 け た 医 者 が 多 く な り 、 し た が っ
て 血 管 カ テ ー テ ル 針 の 方 が 不 安 が な い の で 、 こ れ を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
セ ル デ ィ ン ガ 針 と 血 管 カ テ ー テ ル 針 の 両 方 で 、 カ ニ ュ ー レ の ハ ブ に 対 し て 針 の ハ ブ を 長 手
方 向 に 固 定 す る 手 段 を 器 具 に 設 け て い な い の で 、 針 が 偶 発 的 に カ ニ ュ ー レ か ら 抜 け 出 す 可
能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ 発 明 の 概 要 ）
Ｐ Ｅ Ｇ 管 、 Ｐ Ｅ Ｊ 管 な ど の 栄 養 管 を 患 者 に 埋 め 込 む た め 、 新 規 の 方 法 を 提 供 す る こ と が 本
発 明 の 目 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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Ｐ Ｅ Ｊ 管 の 埋 め 込 み に 適 用 す る 場 合 、 従 来 の Ｐ Ｅ Ｊ 埋 め 込 み に 関 連 し て 上 述 し た 問 題 の 少
な く と も 一 部 を 克 服 す る 、 上 述 し た 通 り の 方 法 を 提 供 す る こ と が 、 本 発 明 の 別 の 目 的 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
上 述 し た 方 法 に 使 用 す る よ う に な っ て い る 新 規 の ア ク セ ス 針 を 提 供 す る こ と が 、 本 発 明 の
さ ら に 別 の 目 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 一 態 様 に よ る と 、 ア ク セ ス 針 が 提 供 さ れ 、 前 記 ア ク セ ス 針 は 、 好 ま
し い 実 施 形 態 で は ス タ イ レ ッ ト お よ び カ ニ ュ ー レ を 備 え 、 ス タ イ レ ッ ト は カ ニ ュ ー レ 内 に
滑 動 自 在 に 装 着 さ れ る 。 ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ を ス タ イ レ ッ ト の 近 位 端 に 固 定 し 、 カ ニ ュ ー
レ の ハ ブ を カ ニ ュ ー レ の 近 位 端 に 固 定 す る 。 ス タ イ レ ッ ト の ハ ブ と カ ニ ュ ー レ の ハ ブ と に
は 、 対 応 し た ね じ を 切 り 、 ス タ イ レ ッ ト と カ ニ ュ ー レ を 相 互 に 着 脱 自 在 に 固 定 で き る よ う
に す る 。 ス タ イ レ ッ ト お よ び カ ニ ュ ー レ は 、 ス タ イ レ ッ ト と カ ニ ュ ー レ を 相 互 に 固 定 し た
場 合 に 、 ス タ イ レ ッ ト が カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 よ り 先 に 長 い 距 離 を 延 在 す る よ う 、 相 互 に 対
し て 寸 法 を 決 定 す る 。 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 に は 、 内 視 鏡 で 見 た 場 合 に 容 易 に 識 別 で き る よ
う 、 （ 例 え ば 化 学 エ ッ チ ン グ に よ っ て ） マ ー ク を 付 け る 。 本 題 に よ る ア ク セ ス 針 の ス タ イ
レ ッ ト お よ び カ ニ ュ ー レ の 個 々 の 直 径 は 小 さ く 、 例 え ば そ れ ぞ れ ２ ０ ゲ ー ジ お よ び １ ８ ゲ
ー ジ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 別 の 態 様 に よ る と 、 患 者 に Ｐ Ｅ Ｊ 管 を 埋 め 込 む 方 法 が 提 供 さ れ 、 前 記 方 法 は 、 好
ま し い 実 施 形 態 で は 、 （ ａ ） ス タ イ レ ッ ト の 遠 位 端 が カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 よ り 先 に 十 分 な
距 離 だ け 遠 位 方 向 に 延 在 す る ア ク セ ス 針 を 設 け る ス テ ッ プ と 、 （ ｂ ） カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端
で は な く 、 ス タ イ レ ッ ト の 遠 位 端 を 空 腸 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、 （ ｃ ） ス タ イ レ ッ ト の 遠
位 端 を 内 視 鏡 で 配 置 し た ス ネ ア ー で 把 持 す る ス テ ッ プ と 、 （ ｄ ） ス ネ ア ー 付 き ス タ イ レ ッ
ト を 使 用 し て 空 腸 を 患 者 の 腹 壁 に 固 定 す る ス テ ッ プ と 、 （ ｅ ） ス ネ ア ー を わ ず か に 緩 め な
が ら 、 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 を 空 腸 お よ び 緩 め た ス ネ ア ー 内 に 前 進 さ せ る ス テ ッ プ と 、 （ ｆ
） カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 の 周 囲 に ス ネ ア ー を 締 め 付 け る ス テ ッ プ と 、 （ ｇ ） カ ニ ュ ー レ か ら
ス タ イ レ ッ ト を 外 す ス テ ッ プ と 、 （ ｈ ） カ ニ ュ ー レ を 通 し て 誘 導 線 ま た は 縫 合 線 を 空 腸 内
に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、 （ ｉ ） 前 記 誘 導 線 ま た は 縫 合 線 を 使 用 し て 、 Ｐ Ｅ Ｊ 管 を 患 者 に 埋
め 込 む た め 、 従 来 の 方 法 で 継 続 す る ス テ ッ プ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 追 加 の 目 的 、 さ ら に 態 様 、 特 徴 お よ び 利 点 は 、 一 部 は 以 下 の 説 明 で 述 べ ら れ 、 一
部 は 説 明 か ら 明 白 で あ る か 、 本 発 明 の 実 践 に よ り 習 得 さ れ る 。 説 明 で は 、 本 発 明 の 一 部 を
形 成 し 、 例 示 に よ っ て 本 発 明 を 実 践 す る た め の 様 々 な 実 施 形 態 が 図 示 さ れ て い る 添 付 図 面
を 参 照 す る 。 実 施 形 態 は 、 当 業 者 が 本 発 明 を 実 践 す る に は 十 分 な 詳 細 さ で 説 明 さ れ 、 本 発
明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 実 施 形 態 を 使 用 し 、 構 造 を 変 更 で き る こ と を 理 解 さ
れ た い 。 し た が っ て 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 は 、 制 限 的 な 意 味 で 解 釈 さ れ ず 、 本 発 明 の 範 囲 は
添 付 請 求 の 範 囲 に よ っ て 最 も よ く 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ 、 そ の 一 部 を 構 成 す る 添 付 図 面 は 、 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 を 示 し
、 説 明 と と も に 本 発 明 の 原 理 の 説 明 を す る 働 き を す る 。 図 面 で は 、 同 様 の 参 照 番 号 は 同 様
の 部 品 を 表 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ 好 ま し い 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明 ）
次 に 図 １ お よ び 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 教 示 に よ り 構 築 し た ア ク セ ス 針 の 好 ま し い 実
施 形 態 の そ れ ぞ れ 側 面 図 お よ び 部 分 組 立 分 解 斜 視 図 が 図 示 さ れ 、 前 記 ア ク セ ス 針 は 、 概 ね
参 照 番 号 １ １ で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ア ク セ ス 針 １ １ は 、 ス タ イ レ ッ ト ・ ア セ ン ブ リ １ ３ お よ び カ ニ ュ ー レ ・ ア セ ン ブ リ １ ５ を
備 え る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 図 １ か ら 図 ３ を 参 照 す る と 、 ス タ イ レ ッ ト ・ ア セ ン ブ リ １ ３ は ス タ イ レ ッ ト （ ま た は
ゾ ン デ （ 測 深 ） 検 査 針 ） １ ７ お よ び ス タ イ レ ッ ト ・ ハ ブ １ ９ を 備 え る 。 ス タ イ レ ッ ト １ ７
は 、 ス テ ン レ ス 鋼 で 作 成 す る こ と が 好 ま し く 、 遠 位 端 に 鋭 利 な 三 側 面 先 端 ２ １ を 有 す る 小
径 、 好 ま し く は ２ ０ ゲ ー ジ の 中 実 円 筒 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ハ ブ １ ９ は 、 本 体 ２ ２ お よ び 栓 ２ ３ を 備 え る 。 本 体 ２ ２ は プ ラ ス チ ッ ク で 作 成 す る こ と が
好 ま し く 、 近 位 端 壁 ２ ５ 、 円 形 の 側 壁 ２ ７ 、 お よ び 開 放 遠 位 端 を 有 す る 概 ね 円 筒 形 の 中 空
部 材 で あ る 。 側 壁 ２ ７ の 外 面 に は 、 本 体 ２ ２ の 把 持 を 容 易 に す る よ う 、 複 数 の 長 手 方 向 に
延 在 す る リ ブ ２ ９ を 設 け る 。 側 壁 ２ ７ の 内 面 に は 、 螺 旋 ね じ ３ １ を 設 け 、 そ の 目 的 に つ い
て は 以 下 で 説 明 す る 。 栓 ２ ３ は 、 プ ラ ス チ ッ ク で 作 成 す る こ と が 好 ま し く 、 端 壁 ２ ５ に 設
け た 開 口 （ 図 示 せ ず ） 内 で 近 位 端 ３ ３ 近 く に し っ か り 装 着 し た 概 ね 円 筒 形 の 中 実 部 材 で あ
り 、 栓 ２ ３ は 、 側 壁 ２ ７ と 同 軸 で 延 在 し て 、 そ の 間 に 環 状 空 間 ２ ８ を 画 定 す る 。 ス タ イ レ
ッ ト １ ７ は 、 栓 ２ ３ と 同 軸 で 延 在 し 、 好 ま し く は イ ン サ ー ト 成 形 に よ っ て 栓 ２ ３ の 遠 位 端
３ ５ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 図 １ 、 図 ２ 、 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 す る と 、 カ ニ ュ ー レ ・ ア セ ン ブ リ １ ５ は 、 カ ニ ュ
ー レ ４ ５ お よ び カ ニ ュ ー レ ・ ハ ブ ４ ７ を 備 え る 。 カ ニ ュ ー レ ４ ５ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 で 作 成
す る こ と が 好 ま し く 、 小 径 、 好 ま し く は １ ８ ゲ ー ジ の 管 状 部 材 で あ り 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７
を 着 脱 式 に 挿 入 す る た め 、 適 切 な 寸 法 に な っ て い る 。 周 方 向 の 帯 ５ １ は 、 例 え ば 化 学 エ ッ
チ ン グ な ど で 生 成 す る こ と が で き 、 カ ニ ュ ー レ ４ ５ の 遠 位 端 ５ ３ か ら 近 位 方 向 に 短 距 離 （
例 え ば 約 ３ ／ １ ０ イ ン チ （ ７ ． ６ ２ ｍ ｍ ） 以 上 ） だ け 延 在 す る 。 帯 ５ １ は 、 外 観 が 色 な ど
に よ っ て ス タ イ レ ッ ト １ ７ か ら 簡 単 に 識 別 で き 、 こ れ に よ っ て ス タ イ レ ッ ト １ ７ と カ ニ ュ
ー レ ４ ５ と の 区 別 を 容 易 に す る こ と が で き る が 、 以 下 で 明 白 に な る 理 由 の た め に 、 そ う す
る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
カ ニ ュ ー レ ・ ハ ブ ４ ７ は 、 プ ラ ス チ ッ ク で 作 成 す る こ と が 好 ま し く 、 遠 位 部 分 ６ １ 、 中 間
部 分 ６ ３ 、 お よ び 近 位 部 分 ６ ５ を 含 む よ う 形 成 さ れ た 一 体 部 材 で あ る 。 遠 位 部 分 ６ １ の 外
面 に 複 数 の 長 手 方 向 の リ ブ ６ ２ を 形 成 し て 、 針 １ １ を 使 用 し て い な い 時 に カ ニ ュ ー レ ４ ５
お よ び ス タ イ レ ッ ト １ ７ に 着 脱 式 に 装 着 す る 保 護 ス リ ー ブ （ 図 示 せ ず ） と 係 合 す る 。 中 間
部 分 ６ ３ の 外 面 に は 、 横 手 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 把 持 要 素 ６ ４ を 形 成 し 、 異 様 者 が ハ ブ ４
７ を 把 持 し や す い よ う に す る 。 近 位 部 分 ６ ５ は 、 ス タ イ レ ッ ト ・ ハ ブ １ ９ の 環 状 空 間 ２ ８
で 受 け る よ う 、 適 切 な 寸 法 に す る 。 ね じ ６ ６ を 、 近 位 部 分 ６ ５ の 外 面 に 形 成 し て 、 ね じ ３
１ と 係 合 す る よ う に し 、 こ れ に よ っ て ス タ イ レ ッ ト １ ７ と カ ニ ュ ー レ ４ ５ 間 の 望 ま し く な
い 長 手 方 向 の 相 対 動 作 を 防 止 す る よ う 、 ハ ブ １ ９ お よ び ハ ブ ４ ７ を 相 互 に ね じ 込 む （ ま た
は 捩 り 止 め す る ） こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
長 手 方 向 の 内 腔 ６ ７ を ハ ブ ４ ７ に 形 成 し 、 内 腔 ６ ７ は 、 遠 位 部 分 ６ １ に 配 置 さ れ た 遠 位 領
域 ６ ９ 、 中 間 部 分 ６ ３ に 配 置 さ れ た 中 間 領 域 ７ １ 、 お よ び 近 位 部 分 ６ ５ に 配 置 さ れ た 近 位
領 域 ７ ３ を 有 す る 。 遠 位 領 域 ６ ９ は 、 カ ニ ュ ー レ ５ ６ の 近 位 端 を 確 実 に 受 け る の に 適 切 な
寸 法 に な っ て い る 。 近 位 領 域 ７ ３ は 、 自 身 内 に ス タ イ レ ッ ト １ ７ を 容 易 に 挿 入 す る よ う 、
比 較 的 大 き い 直 径 を 有 し 、 中 間 領 域 ７ １ は 、 カ ニ ュ ー レ ４ ５ へ の ス タ イ レ ッ ト １ ７ の 挿 入
を 容 易 に す る よ う 、 近 位 領 域 ７ ３ か ら 遠 位 領 域 ６ ９ へ と 直 径 が 先 細 に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ス タ イ レ ッ ト １ ７ お よ び カ ニ ュ ー レ ４ ６ は 、 ハ ブ １ ９ お よ び ハ ブ ４ ７ を 上 述 し た 捩 り 止 め
の 方 法 で 相 互 に 結 合 す る と 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ が カ ニ ュ ー レ ４ ５ の 遠 位 端 ５ ３ よ り 先 に 、
十 分 な 距 離 だ け 延 在 す る よ う な 寸 法 で あ り 、 し た が っ て 以 下 で 説 明 す る よ う に 、 カ ニ ュ ー
レ ４ ５ を 挿 入 す る こ と な く 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ の 先 端 ２ １ を 空 腸 に 挿 入 し 、 こ の よ う に 挿
入 し た ス タ イ レ ッ ト １ ７ の 部 分 に ス ネ ア ー を 締 め 付 け る こ と が で き る 。 こ の 実 施 形 態 で は
、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ は 、 カ ニ ュ ー レ ４ ５ の 遠 位 端 ５ ３ よ り 約 １ ． ５ イ ン チ （ ３ ８ ． １ ｍ ｍ
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） だ け 先 に 延 在 し 、 カ ニ ュ ー レ ４ ５ は 約 ２ ． ５ イ ン チ （ ６ ３ ． ５ ｍ ｍ ） の 長 さ を 有 す る 。
（ し か し 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ お よ び カ ニ ュ ー レ ４ ５ の 上 述 し た 寸 法 は 変 更 し て よ い こ と を
理 解 さ れ た い 。 例 え ば 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ お よ び カ ニ ュ ー レ ４ ５ は 、 カ ニ ュ ー レ ４ ５ が ス
タ イ レ ッ ト １ ７ の 長 さ の 約 ２ ／ ３ の 長 さ を 有 す る よ う な 寸 法 に し て も よ い 。 ）
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 本 発 明 の 教 示 に よ り 患 者 へ の Ｐ Ｅ Ｊ 管 の 埋 め 込 み に ア ク セ ス 針 １ １ を 使 用 す る こ と
に つ い て 説 明 す る 。 次 に 図 ６ を 参 照 す る と 、 患 者 に 麻 酔 薬 を 適 切 に 投 与 し た 後 、 患 者 の 口
を 通 し て 照 明 路 を 有 す る 内 視 鏡 ８ を 、 患 者 の 空 腸 に 到 達 す る ま で 患 者 の 消 化 管 に 挿 入 す る
。 外 科 医 が 患 者 の 腹 壁 １ ０ を 通 し て 空 腸 １ ２ へ と ア ク セ ス 針 １ １ を 挿 入 す る の を 容 易 に す
る た め 、 検 査 鏡 ８ を 使 用 し て 、 腹 壁 を 通 し て 空 腸 を 徹 照 し 、 そ れ に よ っ て 外 科 医 に 対 し て
空 腸 の 位 置 を 識 別 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
次 に 図 ７ を 参 照 す る と 、 観 察 路 を 通 し て 内 視 鏡 ８ が 見 え る よ う に な る ま で 、 カ ニ ュ ー レ ４
５ で は な く ス タ イ レ ッ ト １ ７ の 遠 位 端 を 、 腹 壁 １ ０ を 通 し て 空 腸 １ ２ へ と 挿 入 す る 。 次 に
、 内 視 鏡 ８ の ス ネ ア ー 路 を 通 し て 空 腸 １ ２ に 挿 入 し た ス ネ ア ー を 使 用 し て 、 ス タ イ レ ッ ト
１ ７ の 挿 入 端 を し っ か り 捕 捉 し 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ を ス ネ ア ー １ ４ に 結 合 す る 。 ス タ イ レ
ッ ト １ ７ と ス ネ ア ー １ ４ を こ の よ う に 結 合 し た 状 態 で 、 空 腸 １ ２ の 壁 に 係 合 す る よ う 、 ス
タ イ レ ッ ト １ ７ を 近 位 方 向 に 引 っ 張 る 。 ス タ イ レ ッ ト １ ７ を さ ら に 引 っ 張 る と 、 空 腸 １ ２
が 腹 壁 １ ０ に 当 た っ て 静 止 状 態 に て 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 図 ８ を 参 照 す る と 、 空 腸 １ ２ が ス ネ ア ー １ ４ お よ び ス タ イ レ ッ ト １ ７ に よ っ て 腹 壁 １
０ に 当 て て 静 止 状 態 に て 保 持 さ れ た 状 態 で 、 （ ハ ブ １ ９ の ね じ を ハ ブ ４ ７ か ら 緩 め て ） カ
ニ ュ ー レ ４ ５ を ス タ イ レ ッ ト １ ７ か ら 切 り 離 し 、 次 に ス タ イ レ ッ ト １ ７ で 以 前 に 生 成 し た
開 口 を 通 し て 空 腸 １ ２ に 貫 入 す る ま で 、 カ ニ ュ ー レ ４ ５ の 遠 位 端 ５ ３ を 遠 位 方 向 に 移 動 さ
せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 図 ９ を 参 照 す る と 、 ス ネ ア ー １ ４ を ス タ イ レ ッ ト １ ７ の 挿 入 部 分 か ら わ ず か に 緩 め 、
次 に ス タ イ レ ッ ト １ ７ か ら カ ニ ュ ー レ ４ ５ の 挿 入 部 分 へ と 移 動 さ せ る 。 次 に 、 カ ニ ュ ー レ
４ ５ の 挿 入 部 分 に ス ネ ア ー １ ４ を 締 め 付 け る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 ス ネ ア ー １ ４ を カ ニ ュ ー レ ４ ５ に 締 め 付 け た 状 態 で 、 ス タ イ レ
ッ ト １ ７ を カ ニ ュ ー レ ４ ５ か ら 近 位 方 向 に 取 り 出 す 。 こ の 時 点 で 、 空 腸 １ ２ を 腹 壁 １ ０ に
当 て て 静 止 状 態 に て 保 持 し て い る の は 、 カ ニ ュ ー レ ４ ５ と ス ネ ア ー １ ４ の 組 合 せ で あ る 。
ス タ イ レ ッ ト １ ７ を 外 し た 状 態 で 、 挿 入 線 １ ６ （ ま た は 縫 合 線 ） の 遠 位 端 を 、 カ ニ ュ ー レ
４ ５ を 通 し て 空 腸 １ ２ に 挿 入 す る 。 次 に ス ネ ア ー １ ４ を カ ニ ュ ー レ ４ ５ の 挿 入 部 分 の 周 囲
か ら 外 し 、 挿 入 線 １ ６ の 遠 位 端 を 捕 捉 す る 。 ス ネ ア ー １ ４ が 挿 入 線 １ ６ の 遠 位 端 を 保 持 し
た 状 態 で 、 ス ネ ア ー １ ４ お よ び 挿 入 線 １ ６ の 遠 位 端 を 、 空 腸 、 胃 お よ び 最 終 的 に 患 者 の 口
を 通 し て 患 者 か ら 取 り 出 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に 図 １ １ を 参 照 す る と 、 Ｐ Ｅ Ｊ 管 １ ８ を 、 以 前 に 患 者 の 口 か ら 引 き 出 し て あ る 挿 入 線 １
６ の 遠 位 端 に 取 り 付 け る 。 次 に 、 挿 入 線 １ ６ の 近 位 端 を 近 位 方 向 に 引 っ 張 り 、 そ の 近 位 端
が 患 者 の 腹 壁 を 通 し て 外 に 延 在 し 、 そ の 遠 位 端 が 患 者 の 空 腸 内 に 配 置 さ れ る ま で 、 Ｐ Ｅ Ｊ
管 １ ８ が 患 者 の 体 を 通 し て 引 っ 張 ら れ る よ う に す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 Ｐ Ｅ Ｊ 管 １ ８ の 遠 位 端 が 拡 張 し た 端 部 を 有 す る 様 子 が 見 ら れ 、
こ れ は Ｐ Ｅ Ｊ 管 １ ８ の 遠 位 端 を 空 腸 １ ２ 内 に 固 定 す る 働 き を す る 。 外 部 ボ ル ス タ ２ ０ を Ｐ
Ｅ Ｊ 管 １ ８ 上 に 配 置 し て 、 Ｐ Ｅ Ｊ 管 １ ８ を 患 者 の 所 定 の 位 置 に 保 持 す る こ と が で き る 。 Ｐ
Ｅ Ｊ 管 １ ８ を こ の よ う に 埋 め 込 ん だ 状 態 で 、 Ｐ Ｅ Ｊ 管 １ ８ を 通 し て 空 腸 に 栄 養 液 物 質 お よ
び ／ ま た は 薬 剤 を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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Ｐ Ｅ Ｊ 管 を 上 述 し た よ う に プ ル 法 で 患 者 の 体 内 に 配 置 す る 代 わ り に 、 プ ッ シ ュ 法 を 使 用 し
て Ｐ Ｅ Ｊ 管 を 患 者 の 体 内 に 配 置 で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
以 上 の 方 法 お よ び 器 具 を 使 用 し て 、 Ｐ Ｅ Ｇ 管 を 患 者 に 埋 め 込 む か 、 他 の タ イ プ の 器 具 を 患
者 の 他 の 部 位 に 埋 め 込 む こ と が で き る こ と も 理 解 さ れ た い 。 本 発 明 の 方 法 お よ び 器 具 は 、
よ り 一 般 的 に 、 体 内 に 器 官 を 配 置 す る た め に 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 述 し た 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 単 に 例 示 を 意 図 し た も の で あ り 、 当 業 者 に は 、 本 発 明 の 精
神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 多 数 の 変 形 お よ び 改 修 が 可 能 な は ず で あ る 。 例 え ば 、 ス タ イ レ
ッ ト １ ７ は 本 明 細 書 で は 中 実 部 材 と 説 明 さ れ て い る が 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ は 中 空 で も よ い
。 ま た 、 カ ニ ュ ー レ ４ ５ は 本 明 細 書 で は 尖 っ て い な い 遠 位 端 ５ ３ を 有 す る よ う 開 示 さ れ て
い る が 、 遠 位 端 ５ ３ は 代 わ り に 先 細 で も よ い 。 さ ら に 、 ハ ブ １ ９ お よ び ４ ７ は 本 明 細 書 で
は 捩 り 止 め で 固 定 す る よ う 説 明 さ れ て い る が 、 ラ ッ チ ま た は ク リ ッ プ な ど 、 他 の 着 脱 式 固
定 手 段 を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ と カ ニ ュ ー レ ４ ５ を 区 別 す る た
め に 帯 を 使 用 す る 代 わ り に 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ と カ ニ ュ ー レ ４ ５ の 色 を 違 え た り 、 ス タ イ
レ ッ ト お よ び ／ ま た は カ ニ ュ ー レ ４ ５ に 漸 進 的 な 深 さ の マ ー カ を 設 け た り 、 ス タ イ レ ッ ト
お よ び ／ ま た は カ ニ ュ ー レ に 表 面 の マ ー ク 、 き め ま た は パ タ ー ン を 設 け る こ と が で き る 。
ス タ イ レ ッ ト １ ７ お よ び カ ニ ュ ー レ ４ ５ の 直 径 を 変 更 で き る こ と も 理 解 さ れ た い 。 ま た 、
ス ネ ア ー に よ る 把 持 を 容 易 に す る た め 、 ス タ イ レ ッ ト １ ７ お よ び ／ ま た は カ ニ ュ ー レ ４ ５
の 遠 位 端 に 返 し な ど の 手 段 を 設 け る こ と が で き る 。 さ ら に 、 様 々 な タ イ プ の コ ー テ ィ ン グ
（ 例 え ば 抗 血 栓 性 、 抗 菌 性 、 親 水 性 、 ま た は 疎 水 性 ） を ア ク セ ス 針 １ １ に 適 用 す る こ と が
で き る 。 こ の よ う な 変 形 お よ び 改 修 は 全 て 、 添 付 請 求 の 範 囲 で 定 義 さ れ た 通 り の 本 発 明 の
範 囲 に 入 る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 教 示 に よ り 構 築 し た ア ク セ ス 針 の 一 実 施 形 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
図 １ の ア ク セ ス 針 の 部 分 組 立 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
図 １ で 示 し た ス タ イ レ ッ ト ・ ア セ ン ブ リ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
図 １ で 示 し た カ ニ ュ ー レ ・ ア セ ン ブ リ の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
図 １ で 示 し た カ ニ ュ ー レ ・ ア セ ン ブ リ の 部 分 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
患 者 の 空 腸 を 徹 照 す る 間 に 患 者 に 挿 入 す る 直 前 の 図 １ の ア ク セ ス 針 を 示 す 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】
内 視 鏡 ス ネ ア ー で 捕 捉 す る た め 、 ア ク セ ス 針 の カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 で は な く 、 ア ク セ ス 針
の ス タ イ レ ッ ト の 遠 位 端 が 空 腸 に 挿 入 さ れ る よ う 、 患 者 に 挿 入 し た 図 １ の ア ク セ ス 針 を 示
す 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】
ア ク セ ス 針 ス タ イ レ ッ ト と 内 視 鏡 ス ネ ア ー と の 組 合 せ に よ っ て 腹 壁 に 当 て て 静 止 状 態 に 保
持 さ れ た 空 腸 を 示 し 、 空 腸 に 挿 入 さ れ た ア ク セ ス 針 カ ニ ュ ー レ を 示 す 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】
緩 め た ス ネ ア ー を ス タ イ レ ッ ト の 遠 位 端 か ら カ ニ ュ ー レ の 遠 位 端 ま で 移 動 さ せ た 状 態 を 示
す 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】
ス ネ ア ー を カ ニ ュ ー レ の 周 囲 に 締 め 付 け 、 ス タ イ レ ッ ト を カ ニ ュ ー レ か ら 近 位 方 向 に 取 り
出 し 、 挿 入 線 の 遠 位 端 を カ ニ ュ ー レ を 通 し て 空 腸 に 挿 入 し よ う と し て い る 状 態 を 示 す 略 図
で あ る 。
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【 図 １ １ 】
挿 入 線 に 結 合 さ れ 、 プ ル 法 を 使 用 し て 患 者 の 体 内 に 配 置 さ れ た Ｐ Ｅ Ｊ 管 を 示 す 略 図 で あ る
。
【 図 １ ２ 】
本 発 明 を 実 践 し た 後 に 患 者 に 埋 め 込 ま れ た Ｐ Ｅ Ｊ 管 を 示 す 略 図 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ２ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ９ 】
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【 図 ８ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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